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令和6年度　各表彰・活動賞受賞者の皆様
　今年度も、高齢者福祉の増進に尽力された個人、
団体や、永年に亘り老人クラブの育成発展に功績の
あった 6 名、48 団体が表彰されました。受賞おめ
でとうございます。

◆女性リーダー老人クラブ育成功労表彰

　山本　ミチ子� （門　司）

◆若手リーダー老人クラブ育成功労表彰

　山中　稔� （戸　畑）

◆優良市区町村老人クラブ連合会

　永犬丸地区シニアクラブ連合会� （八幡西）

　北沢見地区老人クラブ連合会� （戸　畑）

◆老人クラブ育成功労者

　渡邉　清子　　　　　（若　松）

全国老人クラブ連合会会長表彰

福岡県知事表彰

◆優良老人クラブ
区　名 単位クラブ名 所属校(地)区名 会長名

門　司 泉ヶ丘げんきかい！！ 大里南 遠越 　朱實
第二みゆき老人クラブ 大里東 山口 　芳子

小倉北

若生会 城　野 武田 　勝春
第一せせらぎ会 南　丘 泉川 　益章
黒三長寿会 霧　丘 上岡 　幸枝
八の字会 桜　丘 竹田 　千加
片野五町内長寿会 三郎丸 帆足 　　進
都老人クラブ 楽生会 井　堀 長峯 　忠彦

小倉南

第五豊会 企救丘 田中 　　功
第三企救寿会 企救丘 木下 　敏行
第二徳一クラブ 企救丘 柴田 　　玲
志井第一老人会 志　井 坂井　 一己
石田グリーンタウンひまわり会 横　代 浦部 　家子
下貫第二双葉会 曽　根 片山　 正巳
第二みどりの会 曽　根 満尾　 貞登
溝尻青葉会 長　尾 井手尾 文子
新道寺一稲穂の会 東　谷 浦野　 和英

若　松
16 区青々会 深　町 秦　 　君子
36 区道岸会 二　島 光保　 　優

八幡東
中畑東老人会 東高槻 土野 　昌治
おおくら会 大蔵３ 加藤 　俊男
枝光 3 地区　第 13 年長者クラブ 枝光３ 伊藤 千鶴子

八幡西

第十三亀山会 陣　原 天野 　吉紹
第十二亀山会 陣　原 花桐 　博之
星和第三クラブ 折尾東 鶴田 喜久子
星和第二クラブ 折尾東 中野 　紘一
折尾西会第四クラブ 折尾西 越智 不二男
東筑苑「Ａクラブ」 折尾西 鶴田 　健二
東筑苑「Ｂクラブ」 折尾西 西平 　竹明
東筑苑「Ｃクラブ」 折尾西 松尾 　憲明

戸　畑
三六長寿会 第 10 クラブ 三　六 鈴　 　絹子
鞘ヶ谷ほたる会 第 2 クラブ 鞘ヶ谷 坂本 　勝子
牧山東年長者の会 第 3 クラブ 牧山東 尾崎 　友喜

「第 59回年長者の祭典」

全国老人クラブ連合会「活動賞」
萩ヶ丘中寺内長寿会� （門　司）

第 2 さくら会� （小倉南）

20 区若葉会� （若　松）

大平福寿会� （八幡西）

◆老人クラブ会長◆老人クラブ会長

　池邊　元� （戸　畑）　池邊　元� （戸　畑）

　林　誠司� （戸　畑）　林　誠司� （戸　畑）

　若松　敏英� （戸　畑）　若松　敏英� （戸　畑）

◆優良老人クラブ◆優良老人クラブ

　陣山第 3 クラブ� （八幡西）　陣山第 3 クラブ� （八幡西）

　楠下あけぼのクラブ� （八幡西）　楠下あけぼのクラブ� （八幡西）

　陣山第 5 クラブ� （八幡西）　陣山第 5 クラブ� （八幡西）

　川頭熟年の会� （八幡西）　川頭熟年の会� （八幡西）

　陣山第 6 クラブ� （八幡西）　陣山第 6 クラブ� （八幡西）

　町上津役第 5 明友クラブ� （八幡西）　町上津役第 5 明友クラブ� （八幡西）

　浅生明和会第 4 クラブ� （戸　畑）　浅生明和会第 4 クラブ� （戸　畑）

　大谷第二老人クラブ連合会　寿会１� （戸　畑）　大谷第二老人クラブ連合会　寿会１� （戸　畑）

　大谷第一地区老人クラブ連合会� （戸　畑）　大谷第一地区老人クラブ連合会� （戸　畑）

（敬称略）

（敬称略）

老人クラブ育成功労者　渡邉　清子（若松）老人クラブ育成功労者　渡邉　清子（若松）

2024年度ニッセイ財団「生き生きシニア活動顕彰」
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私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　 例 年 は 各 分 科 会 に 分

か れ て 事 例 発 表 を 行 っ

て い ま し た が、 今 年 度

は 慣 例 を 変 え、 参 加 者

全 員 が 一 堂 に 集 い、 各

県 の 会 員 増 強 の 取 組 み

を共有しました。

　 ま た、 講 演 は 例 年 外

部 講 師 に よ る も の で し

たが、今年度は九州ブロック連絡協議会会長で大分県老連

会長が講師を務め、郷土の英雄について語りました。

　2 日 間 に わ た

り、今年度新たに

単位老人クラブ会

長 に 就 任 し た 76

名 が 参 加。 研 修

会の前半は、老人

クラブの概要やク

ラブ運営のポイン

トなどについて学

び、後半は「魅力ある老人

クラブを目指して」をテー

マに、グループワークを行

いました。　

　限られた時間でしたが、

普段交流があまりない他校（地）区の会長間で活発な意見が

交わされました。

　近年猛暑が続いていることから、今年度は高齢者の水分補

給の重要さについて学びました。

　参加者からは、「老人クラブで歩こう会を実施しているので、

今日学んだことを会員に伝えたい」「研修会を受講するのは初

めてで、参加するか迷った

が参加して良かった。同世

代の女性はみんな元気で、

刺激になった」などの感想

が寄せられました。

　初日の活動発表で

は、「地域の仲間と取

り組む老人クラブ活

動」をテーマに、コロ

ナ禍や会員減少とい

うピンチをチャンス

と 捉 え て、食 事 会 や

健康体操などを通じ

て会員同士が集う事例が紹介され、大いに参考になりました。

　市老連の参加者の半数以上は全国大会への参加が初めてで

したが、全国から集まる会員と顔を合わせる貴重な機会とな

り、今後の活動に向け、実りある大会となりました。

九州ブロック老人クラブリーダー研修会 令和6年度単位老人クラブ新任会長研修会

令和6年度女性リーダー研修会（友愛活動研修会併催）

第53回全国老人クラブ大会

◆ 7月4日（木）～5日（金）
◆ 大分市 ホテル日航大分オアシスタワー
◆ 参加人数　12名

◆ 9月9日（月）・27日（金）
◆ ウェルとばた多目的ホール
◆ 参加人数　9月9日：38名／9月27日：38名

◆ 10月28日（月）
◆ ウェルとばた多目的ホール
◆ 参加人数　100名

◆ 11月20日（水）～21日（木）
◆ 横浜市 神奈川県民ホール
◆ 参加人数　13名
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私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　活動内容がクラブごとに違うように、クラブ名も多様で、それぞれに個性が光っています。「老人会」
は分かりやすい名称ですが、時代や活動に合った、より親しみやすい愛称をつけて、イメージアップ
をしてみませんか。

会員増強のヒン
ト クラブ名を工夫してみよう！

　昭和36 年に結成した当時は、呼野老人
クラブという名前でしたが、呼野地区に昔
から伝わるお話「お糸さん」を由来に、昭
和61 年に改名いたしました。
　昔、呼野の村で田んぼの水を確保するた
め、溜池をつくりましたが、度重なる土手
の崩壊に村人たちは悩まされていました。

　そこで人柱を立てる話が持ち上がり、享保3 年（1718 年）、村の
ためにと、当時14 歳のお糸さんが自ら申し出て、工事が完成しま
した。その後、堤が壊れることなく、現在までお糸地蔵尊の供養祭
として、お糸まつりが300 余年続いています。
　毎年、8 月第4 土曜日のお糸まつりは、町内最大行事で盛大に開
催され、老人クラブも婦人会、青年部、子ども会などと協力して参
加しています。
　お糸まつりの他、町内行事も盛んで、日ごろから活気があり、団
結力がある地域で、声をかけると、みんなで協力してくれます。
　これからも、お互いが支え合い、笑顔で、愉快に集まる機会を増
やし、「絆を深める、よぶの」にしていきたいです。

　クラブを結成するときのメンバーに
養蜂をしている方がいて、その方のアイ
デアで、みつばち会になったそうです。
みつばちが、ひとつに集まって羽音をた
くさん立てるように、会員同士が集まっ
て、ワイワイおしゃべりできるクラブで
す。

　主な活動は、健康体操や健康講座の開催、道路や公園の清掃、
新年会、お花見、ゲーム大会など様々です。ゲームも、公民館から
道具を借りて、玉入れや的となるボードに向かってボールを投
げるターゲットボールなど、誰でも参加しやすい内容にしてい
ます。
　活動にあたっては、会長、副会長を含めた運営委員が10 名い
て、行事の手伝いやチラシ配布など、担当を決めています。運営
委員の中には民生委員もいるので他団体と連携しながら、また
一部の役員に負担がかからないよう、役割分担をしています。
　今年度は新規会員の加入がありました。若い世代が入ってく
れるよう、これからも地域で声かけをしていきたいです。

（会員　35 名）（会員　35 名）

馬場　良江 会長馬場　良江 会長

みつばち会（会員　29 名）

島田　俊春 会長島田　俊春 会長

呼野お糸会小倉南区　東谷校区 門司区　門司校区

輝く人 輝く人 〜素敵な高齢期を〜 門司区編〜素敵な高齢期を〜 門司区編

門
司
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

副
会
長　

山
本　

ミ
チ
子
さ
ん
（
88
）

「
皆
で
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に

「
皆
で
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に

　

門
司
区
老
連
の
副
会
長

を
務
め
る
山
本
さ
ん
は

62
歳
で
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

会
、25
年
以
上
も
老
人
ク

ラ
ブ
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、老
人
ク
ラ
ブ
と

同
時
期
に
周
望
学
舎
（
小

倉
北
区
）に
も
入
学
さ
れ

て
お
り
、今
も
O
G
と
し

て
在
籍
。こ
れ
ま
で
社
交

ダ
ン
ス
な
ど
、様
々
な
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
山
本
さ
ん
の
活

躍
の
中
で
も
、現
在
特
に

活
発
な
の
が
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
で
す
。70
代
の
頃
か

ら
始
め
た
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
は
、訪
問
先
の
施
設
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
披
露
し

て
い
て
、赤
い
ほ
っ
か
む

り
に
ひ
ょ
っ
と
こ
面
を
つ

け
て
踊
り
、最
後
に
施
設

の
方
と
一
緒
に
踊
っ
て
交

流
し
ま
す
。参
加
し
た
方

に
は
参
加
賞
と
賞
状
を
お

渡
し
す
る
と
の
こ
と
で
、

参
加
賞
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

検
討
中
だ
と
か
。「
入
所
者

さ
ん
が
楽
し
く
時
間
を

過
ご
せ
る
の
が
良
い
と

こ
ろ
。車
椅
子
の
方
が
立

ち
上
が
っ
た
り
、一
緒
に

踊
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
よ
」と
嬉
し

そ
う
に
お
話
し
さ
れ
る
山

本
さ
ん
。ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
は
1
ヶ
月
に
1
回
練
習

日
を
設
け
て
お
り
、あ
わ

せ
て
皆
で
お
茶
会
や
反
省

会
も
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

山
本
さ
ん
に
、元
気
に

過
ご
す
た
め
に
大
事
な

こ
と
を
質
問
し
て
み
た

と
こ
ろ
、「
毎
日
楽
し
く
、

そ
の
日
そ
の
日
を
皆
で
助

け
あ
っ
て
い
く
こ
と
。好

き
な
こ
と
を
し
て
、食
べ

た
い
も
の
を
食
べ
て
い
く

こ
と
。『
皆
で
楽
し
く
、く

よ
く
よ
し
な
い
で
、助
け

あ
っ
て
い
く
。元
気
に
暮

ら
し
て
い
く
』の
が
今
の

モ
ッ
ト
ー
で
す
」と
元
気

は
つ
ら
つ
と
笑
顔
で
お
答

え
い
た
だ
き
ま
し
た
。



仲間とのつながりをふたたび仲間とのつながりをふたたび
～活動再開クラブに聞く～～活動再開クラブに聞く～

　以前の会長が退任したとき、後継者が見つから

なかったため、単位クラブの活動が出来ない状況

になり、令和 3 年度にやむなく休会しました。し

かし、その時期はコロナの真っ只中で、高齢者は

外出する機会が少なくなり、認知症の人が増えた

ことが気がかりでした。

　そこで、高木会長が発起人となり、会員だった

方々に声をかけていき、人数が集まったのでクラ

ブの再開に至りました。役員を引き受けてくれる

方がいたのも幸いでした。会員には、一人暮らし

の方が多く、1 週間のうち、人と話すのは病院の

先生だけという方もおられました。みなさん喜ん

でくれましたよ。声をかけて良かったと思います。

■ 小倉南区 すがお校区 高津尾友和会 会長　高木　洋安
（会員数　39名）

高木会長と市野副会長へ
インタビュー！

　近年会員の減少が続いていますが、北九州市老人クラブ連合会および各区老人クラブ連合会では、会員　近年会員の減少が続いていますが、北九州市老人クラブ連合会および各区老人クラブ連合会では、会員
増強に向けて、校（地）区老連、単位クラブと連携し、クラブの休会、解散防止に取り組んでいます。増強に向けて、校（地）区老連、単位クラブと連携し、クラブの休会、解散防止に取り組んでいます。
　今回は、休会中に会員同士が協力し、活動を再開したクラブに、その経緯と現在の活動についてお話を　今回は、休会中に会員同士が協力し、活動を再開したクラブに、その経緯と現在の活動についてお話を
伺いました。伺いました。

◆再開のきっかけ

◆お楽しみの食事会 ◆助け合いの心で

　みんなと食事の場が欲しいとのリクエストを受

け、年 2、3 回、公民館に 20 数人が集まって食事

会もしています。 特に一人暮らしの方は、普段、

人との接触が少ないようで、お話をするのが楽し

いみたいです。また、月に 2 回程度、見守り対象

者宅へ伺い、おしゃべりをしたり近況を聞いたり

しています。

　2 か月に 1 回、公民館に集まって、ゲームや健

康チェック、スポーツ競技などを行っています。

いつも同じだと飽きるので、ディスコンやグラウ

ンド・ゴルフ、輪投げなど毎回メニューを変えて

います。

　 今 後 は、 若 い 世 代

の 人 に も 入 っ て き て

ほ し い で す。 若 い か

ら 働 い て い る 方 が 多

く 声 を か け に く い で

す が、 老 人 ク ラ ブ の

楽 し さ を 伝 え、 一 緒

に 活 動 す る 仲 間 を 増

やしていきたいです。

会 社 を 辞 め て も、 老

人 ク ラ ブ に 入 れ ば 地 域 で 顔 見 知 り が 増 え ま す か

ら。

　高津尾友和会のメンバーは、行事の呼びかけを

すると、毎回隣近所で声を掛け合い、賛同して集

まってくれて、 とても協力的です。 これからも、

向こう三軒両隣の精神で、みんなで助け合いなが

ら活動を続けていきたいです。

市野副会長（前列左から3番目）、高木会長（前列中央）市野副会長（前列左から3番目）、高木会長（前列中央）

子どもたちと一緒に友愛訪問子どもたちと一緒に友愛訪問



　延寿会が所属する枝光 2 地区は、 現在は 2 クラ

ブが活動していますが、 以前、 連合会長が不在と

なり、老人クラブが無い時期がありました。そこで、

今まで続けてきたグラウンド・ゴルフなどの活動

の場が無くなることから、 地域の老人クラブの必

要性を感じ、 休会していたクラブを引き継ぐかた

ちで、昨年度、１クラブを結成しました。

　そのクラブの会員数が増えたため、分割を計画、

さらに新メンバーを迎えて再結成したのが延寿会

です。

■ 八幡東区 枝光2地区 延寿会 会長　三重野　則雄
（会員数　27名）

中島会長と三重野会長へ
インタビュー！

出来て、会員が楽しく参

加できる活動ができてい

ると思います。

　参加者を募集するとき

は、チラシを会員の名前

を 書 い た 手 作 り の 封 筒

に 入 れ て、 ひ と り ず つ

渡 す よ う に し て い ま す。

ち ょ っ と し た こ と で す

が、役員が誰に渡したか

管理しやすく、行事ごとに使えるので便利ですし、

１人でも多くの方に参加してほしいとの思いでお

渡ししています。

　市民センターの館報に延寿会の紹介を載せてい

たところ、 それを見て初めて、 地域に老人クラブ

があることを知った方もいるようです。 今は、 よ

り 多 く の 方 に 私 た ち の こ と を 知 っ て も ら う た め、

会員募集チラシを市民センターに置いたり、 会員

が口コミで PR したりしています。

　これからも、 高齢者がこの地区で元気に安心し

て暮らせるよう、地域に協力していきたいです。

◆再開のきっかけ

◆地域の子どもたちとのふれあい

◆役員の協力が不可欠

　私たちの活動は、 もちつき大会を始めとした多

世代交流、 ボウリング大会などの区老連行事への

参加、 社会奉仕の日の活動など多岐にわたってい

ます。会員は 60 代の若手が多く、特にスポーツ大

会への参加が多いです。

　9 月の社会奉仕の日は、 市民センターの草取り

を予定していましたが、 地域の小学生たちが市民

センターで宿泊キャンプをすると聞き、 その日程

に合わせて、 実施することにしました。 会員だけ

の活動もいいですが、 子どもたちとおしゃべりを

しながら触れ合う時間となり、楽しかったですよ。

暑いなか、 子どもたちも一生懸命、 草取りに協力

してくれました。

　これらの活動ができるのは、 役員間の協力が大

きいですね。 役員には、 社会福祉協議会の関係者

がいたり、 私自身が校区のまちづくり協議会の副

会長をしているため、 地域の他団体とつながりが

中島校区老連会長（左端）、三重野会長（中央）中島校区老連会長（左端）、三重野会長（中央）

みんなで協力して市民センターの草取り。暑かった〜みんなで協力して市民センターの草取り。暑かった〜
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私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

生きがいと創造の事業
会員の健康と笑顔につながっています

健
康
づ
く
り
と
ふ
れ
あ
い
活
動

ど
う
生
き
る「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

若
松
区　

浜
町　

渡
邉　

清
子

【校区老連の概要】
クラブ数
5クラブ

（うち本事業実施
5クラブ）
会員数　159名
　　男性  36名
  　　女性123名
平均年齢82歳

ク

会

年

　

若
松
の
顔
「
若
戸

大
橋
」、
目
の
前
は
洞

海
湾
に
若
戸
渡
船
、

南
海
岸
通
り
は
旧
古

河
鉱
業
や
石
炭
ビ
ル

な
ど
歴
史
を
物
語
る

街
並
み
、夏
は
花
火
大

会
、春
と
冬
に
は
え
び

す
祭
り
で
多
く
の
人

で
賑
わ
う
人
情
味
あ

ふ
れ
る
街
、そ
こ
が
浜
町
校
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
地
域
で
す
。

　

私
た
ち
は
、ど
う
生
き
る
「
人
生

１
０
０
年
時
代
」。老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
通
し
て
、地
域
と
つ
な
が
り

を
深
め
よ
う
と
、令
和
4
年
度
か
ら

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、健
康
づ
く
り
と

地
域
の
人
と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

を
心
が
け
、一
人
暮
ら
し
の
方
に
安

心
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

友
愛
訪
問
の
活
動
で
は
、一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
宅
に
定
期
的
に
訪

問
し
て
、安
否
の
確
認
を
し
た
り
、

近
所
で
姿
を
見
か
け
る
と
声
を
か

け
、お
喋
り
を
し
た
り
し
て
、こ
ち

ら
も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、会
員
が
日
々
健
康
で
過
ご

せ
る
よ
う
に
、毎
年
、区
役
所
の
保

健
福
祉
課
看
護
師
の
健
康
相
談
と

若
老
連
健
康
部
会
に

よ
る
体
力
測
定
を
実

施
し
て
、健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。

　

自
分
の
体
力
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
が
数
値

に
表
れ
て
分
か
り
や

す
い
た
め
、参
加
者
も

多
く
、「
血
圧
の
値
が

正
常
に
な
っ
た
」「
握
力
が
去
年
よ

り
上
回
っ
て
い
た
」「
年
齢
よ
り
10

歳
若
か
っ
た
」な
ど
、会
場
は
賑
や

か
で
元
気
な
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。

　
『
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
、フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

予
防
で
元
気
な
高
齢
者
を
目
指
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
食
生
活
の

大
切
さ
を
考
え
て
、健
康
料
理
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。初
め
て
参
加
さ
れ

た
方
は
味
付
け
の
薄
さ
に
驚
き
ま

す
。健
康
の
た
め
に
薄
味
に
慣
れ
る

こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
り
、自
分
で
つ
く
る

大
切
さ
を
知
り
、ま
た
人
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
で
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業
を
通

し
て
、一
人
暮
ら
し
の
人
が
、安
心

し
て
暮
ら
せ
る
助
け
合
い
の
地
域

づ
く
り
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　この事業は、高齢者の孤立防止や閉じこもり予防を目

的に、校 ( 地 ) 区老連が主体となって、友愛訪問をはじ

め、ふれあい交流会や施設訪問、文化伝承活動などを通

じて、一人暮らし等の高齢者を見守る支え合いの活動で

す。

　今年度は、90 校 ( 地 ) 区、586 クラブが、事業の一

部に補助金を活用して取り組みを進めています。今号で

は、浜町校区老人クラブ連合会の活動をご紹介します。
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【第32回市老連グラウンド・ゴルフ大会】【第35回北九州市シルバーペタンク大会】
11月8日（金）　穴生ドーム7月19日（金）　穴生ドーム

大会結果

■最高齢者賞
【男　性】平林 　眞信さん　90 歳（若松区）
【女　性】有田 　幸子さん　90 歳（八幡西区）

順　位 氏　名 区
優　勝 田中 　健一 小倉南

準優勝 有田 　幸子 八幡西

第３位 佐藤 　禮子 八幡西

（敬称略）

大会結果
順　位 氏　名 区
優　勝 悠游会第四 B 八幡西

準優勝 第二長楽会 八幡西

第３位 春ヶ丘Ｂ 小倉南

　大会当日は、各区の大会で勝ち上がった代表者など 110 名

が参加。秋晴れのもと、清々しい空気の中で、日頃の練習の

成果を発揮しました。

　参加者は、普段一緒にプレーできない仲間とグラウンド・

ゴルフを楽しみ、親睦を深めました。

　新型コロナウイルス感染症拡大により、令和2 ～5 年度

はやむなく中止となったペタンク大会。5 年ぶりとなった

本大会では、各チームによる熱戦が繰り広げられました。

　久々の大会で、参加準備が

整わない区もありました。来

年は全区揃っての開催を目

指し、協議をすすめてまいり

ます。

第36回全国健康福祉祭
ねんりんピックはばたけ鳥取2024
10月19日（土）～22日（火）　鳥取県内各所

【ペタンク】春ケ丘 B（小倉南区）
山本　雄三、山本　美枝子、山口　敏幸

【囲　　碁】さるすべり
常久　周二（戸畑区）　※市選手団最高齢（男性）
森　　邦起（戸畑区）

　市老連からは、北九州市選手団団長として、山中稔副会長（戸
畑区）、選手として、以下の皆さんが参加しました。� （敬称略）
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私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

八
幡
東
区　

枝
光
１　

佐
野　

正
德

百
歳
過
ぎ
て
も
が
ん
ば
ろ
う
！

�

～
地
域
貢
献
し
て
こ
そ
の
老
人
ク
ラ
ブ
～

活
動

活
動

　

私
た
ち
の
地
区
老
連
の
歴
史
は

古
く
、
昭
和
33
年
9
月
に
9
ク
ラ

ブ
で
発
足
し
、
今
年
で
66
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
毎
月
の
定
例
会

議
の
ほ
か
、
奉
仕
作
業
と
し
て
、

夢
二
通
り
・
レ
モ
ン
ロ
ー
ド
の
歩

道
清
掃
を
年
4
回
実
施
し
た
り
、

フ
レ
イ
ル
予
防
講
座
や
そ
の
他
の

講
座
で
学
び
を
深
め
た
り
し
て
い

ま
す
。
拠
点
は
枝
光
南
市
民
セ
ン

タ
ー
で
す
。

　

当
地
区
は
地
域
活
動
が
活
発
で

す
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
健
康

づ
く
り
推
進
員
の
会
な
ど
と
共
催

で
事
業
を
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
の
春
の
祭
り
で
は
、
高
炉

台
公
園
野
外
音
楽
堂
で
、「
水
戸

黄
門
漫
遊
記
」を
上
演
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
出
演
者
は
全
員
75

歳
以
上
で
、演
劇
の
経
験
は
な
く
、

セ
リ
フ
を
覚
え

る
の
が
大
変
で

し
た
。
上
演
中

に
と
ち
っ
た
り
、

セ
リ
フ
を
忘
れ

た
り
す
る
こ
と

が
笑
い
を
誘
い
、

結
果
的
に
は
好

評
で
し
た
。

　

黄
門
役
は
会
長
の
私
が
務
め
ま

し
た
。
こ
の
演
目
は
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
披
露
す
る
こ
と
に
な

り
、
響
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
大
舞
台

で
も
演
じ
ま
し
た
。
初
回
は
付
け

髭
で
し
た
が
、
今
は
本
物
の
髭
を

伸
ば
し
て
い
る
せ
い
か
、
喜
洲
八

幡
東
区
長
は
普
段
で
も
私
に
「
黄

門
様
」
と
声
を
か
け
て
、「
髭
は

ず
っ
と
続
け
て
ね
（
笑
）」
と
言

わ
れ
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
元
気
で

参
加
し
、
地
域
に
貢
献
し
て
こ

そ
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
「
百
歳
過
ぎ
て
も
が
ん
ば
ろ

う
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。仲間と集い高齢者の元気な姿を示そう！仲間と集い高齢者の元気な姿を示そう！

令和6年度「老人の日・老人週間」
全国一斉「社会奉仕の日」

老人の日・老人週間

区 校(地)区参加率

門　司 75%

小倉北 65%

小倉南 92%

若　松 100%

八幡東 100%

八幡西 58.3%

戸　畑 93%

計 80.8%

社会奉仕の日

区 校(地)区参加率

門　司 81.3%

小倉北 61%

小倉南 96%

若　松 100%

八幡東 100%

八幡西 58.3%

戸　畑 100%

計 82.3%

若松、八幡東は 4 年連続で
100％を達成！

若松、八幡東、戸畑は
5年連続で100％を達成！

　今年度も、多くの会員のみなさまにご参加いた
だき、ありがとうございました。
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今後とも、老人クラブ活動へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
市老連では、随時、賛助会員を募集しています。老人クラブの活動にご賛同
いただける方ならどなたでもご加入いただけます。「入会申込書」は、ホーム
ページからダウンロードできます。今後とも、老人クラブ活動へのご理解と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

◎個人会員（年会費） １口　10,000円
◎団体会員（年会費） １口　10,000円

　老人クラブ活動の趣旨にご賛同いただき、ご加入いただいた賛助会員の皆様です。
　賛助会員様の温かいご支援、ご協力に厚くお礼申し上げます。いただいた賛助会費
　は、明るい長寿社会と地域福祉の向上のため大切に活用させていただきます。（順不同、敬称略）

令和6年度賛助会員様のご紹介

【お問合わせ】市老連事務局　TEL（093）871−2910

医療法人真光憲会
みやび内科・眼科クリニック

三和食肉有限会社

会員文芸会員文芸
老
人
と
呼
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れ
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よ
い
か
耳
か
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し

老
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と
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ば
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灼
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下
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鈴鈴む

し

む
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の
鳴
く
声
軒
下
せ
ま
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の
鳴
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声
軒
下
せ
ま
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返
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返
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近
い
う
ち
に
と
誓
い
合
う

　
　

近
い
う
ち
に
と
誓
い
合
う
旧旧と

も

と

も友友
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小
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イ
ス
ズ

俳　

句

短　

歌

株式会社 花の海

　令和 6 年 8 月 20 日付で小倉北区
老人クラブ連合会が発足しました。
　23 校区、201 クラブが団結して、
会員の健康づくり、仲間づくり、生
きがいづくりを進めてまいります。

小倉北区老人クラブ連合会小倉北区老人クラブ連合会
発足のご案内発足のご案内

◆ 役　員 ◆
会 長　丹波地 憲子
副 会 長　小松 　　恵
副 会 長　和田 　修一
事務局長　藤家 　和夫
会 計　松本 　幹雄

◆ 事務局 ◆
小倉北区大手町 1 番 1 号
小倉北区役所　東棟 5 階
TEL：093-967-1385
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私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　会員の皆様からの投稿を募集します。400 字程度で、写真や資料を同封の上、連絡先を明記して、市老連
へ直接送付いただくか、各区老人クラブ連合会を通じてご応募ください。なお、紙面の都合で掲載できない
場合もありますのでご了承ください。� 【市老連 電話：093-871-2910 ／ FAX：093-871-2977】

原稿募集

〒 757-0012
山口県山陽小野田市埴生3392
☎ 0836-79-0130

北九州から車で約30分。
皆様のお越しをお待ちし
ております。

季節体験農場 季節体験農場 花の海花の海
花の海でイチゴ狩り！

　イチゴハウスの面積はサッカーコート約 3 面分。
広～いハウスでおいしいイチゴが時間無制限で食べ
放題。
　場内にはレストランやカフェ、農産物の直売所、動
物ふれあい広場も併設。一日ゆっくりと楽しめます。

【賛助会員】【賛助会員】

入会を希望される方は、市老連またはお住まいの
区の老人クラブ事務局に、お申し込みください。

各区へのお問合わせはこちら！

老人クラブ入会申込書老人クラブ入会申込書

ホームページからもお申込みできます！ホームページからもお申込みできます！

検 索北九州市老人クラブ連合会

会会 員員 募募 集集
老人クラブに入りませんか？老人クラブに入りませんか？

入会は いつでも！ 誰でも！

仲間がいると元気100倍！
いきいきシニアライフ‼

入会してよかった！入会してよかった！

近くにいつも
気にかけてくれる
人がいて安心！

同世代のお友達
とのおしゃべりが
止まらないわ！

ゴルフを卒業して
グラウンド・ゴルフに

はまっています！

氏　名 男・女

住　所 年齢　　　　

　　　　歳電話番号

区

門　司　区  ☎ 322-1885　門司区清滝3-5-5　門司区役所別館2階

小倉北区  ☎ 967-1385　小倉北区大手町1-1　小倉北区役所 東棟5階

小倉南区  ☎ 931-1941　小倉南区若園5-1-2　小倉南区役所3階

若　松　区  ☎ 761-7072　若松区浜町1-1-1　若松区役所2階

八幡東区  ☎ 671-6188　八幡東区中央1-2-4　八幡東区役所 東別館

八幡西区  ☎ 642-1645　八幡西区黒崎3-15-3　八幡西区役所6階
　
戸　畑　区  ☎872-7468　戸畑区千防1-1-1　戸畑区役所3階

　このたびは「市老連だより」の発行にあたりまして、多くの企業等の
皆様に広告の掲載をいただき誠にありがとうございました。
　本紙は、会員が住み慣れた地域で、いつまでも幸せな生活を送れるよ
うに願って発行しております。
　これからも末長きご厚誼、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。
� 一般社団法人　北九州市老人クラブ連合会

スポンサーへのお礼 1 版（門司・小倉北・小倉南区版）

「令和6年能登半島地震災害」救援拠金の報告とお礼「令和6年能登半島地震災害」救援拠金の報告とお礼
　このたびの救援拠金について、各単位老人クラブ、校(地 )区、
区でとりまとめていただき、総額1,114,573円をお寄せいただき
ました。
　市老連から全国老人クラブ連合会に4月26日 (第1次 )および
9月2日(第2次)に送金いたしましたことを報告申し上げます。
　会員の皆様からのご協力に深く感謝申し上げます。
　ありがとうございました。


